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今後10年間のま ちの計画を議論
～第６次 総合計画～

～自然と共生 する
�しあわせ実感 都市　岡垣～

まちのまちの 将来像将来像 概要概要
定例会 ３

月

　町の将来を描く重要な議題「第 ６次総合計画の策定について」を
議会で議論、可決されました。
　本誌では、議会での質疑応答、 意見等について一部紹介します。
※計画内容は広報おかがきをご覧 ください。

太田　清人 曽宮　良寿 太田　強

神崎　宣昭 三浦　　進 広渡　輝男 川地　啓輔

誰もが元気で自分らしく暮らせるまち

Ｑ：�大きな問題となっているコロナに触れてい
ない。今後も新たな感染症等、発生する可
能性があるが、それに対応するといった記
載が貧弱ではないか？

Ａ：�10年間のスパンである
ため、個別表記は避け
た。当然、新たな感染症
にも十分対応していく。

安全・快適に暮らせる持続可能なまち

Ｑ：�ジェンダー平等にどう取り組んでいくのか、
働き方改革においても女性がもっと働ける
環境づくりに取り組む必要がある。例えば
町の色々な審議会でも、男性が多く、女性
もいるが同じ顔ぶれが多いのではないか？

Ａ：�役場での取組みとして、自己申告制度によ
り希望をとり、男女隔てなく人事に活用し
ている。審議会は区長等
のあて職も多く、特に町
長が認める枠で35%に
伸 び て い る が、 そ れ を
40%に近づけていく。

計画推進の基盤
１.�住民とともにまちづくり
活動を広げる

２.�社会変化に対応した行財
政運営を推進する

　 �共同体に参画する意識を啓
発するのは社会教育の役割。
地域の融和やコミュニティ・
人づくりが重要である。

Ｑ：�自治区加入率が下がって
おり、切実な問題。コミュ
ニ ティの 崩 壊 は もう始
まっており、加入率のアッ
プは喫緊の課題。どういっ
た検討をしているのか？

Ａ：�自治区長会の役員と意見
交換を行っている。また、
若い世代の未加入者が多
く見受けられるため、九州
共立大学の学生からも意
見を聞く予定としている。

基本目標４基本目標４

基本目標５基本目標５

人・つながり が育つまち

Ｑ：�岡 垣 町 の 教 育 の セールスポイントで
ある英語教育に停 滞感がある。よそと
の差別化をどう図 るか？

Ａ：�停滞とは考えてい ない。小学校には３人
の指導員を配置、
中学校もALT※で
英語教育の充実を
図っている。今後
もしっかりと英語
教育を進めていく。

基本基本 目標３目標３

 定例会 概 要

※ＡＬＴ＝�外国語を母国語とする外
国語指導助手（Assistant　
Language　Teacher）
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今後10年間のま ちの計画を議論
～第６次 総合計画～

～自然と共生 する
�しあわせ実感 都市　岡垣～

まちのまちの 将来像将来像
総合計画とは

　地方自治法上、町の基本構
想となる総合計画の策定義務
はありませんが、岡垣町では
町の将来を見据え、総合的・
計画的な町政運営を行うた
め、総合計画が必要と整理、
平成31年に「岡垣町総合計画
策定条例」を制定し、町の最
上位計画として策定を続けて
います。そのため、この計画
の決定にあたっては、議会の
議決を必要としています。

第６次計画について
　平成23年に、現在の町政
のもととなる第５次総合計画
が策定され、令和２年度ま
で「住みたい、住み続けたい、
みんなが輝く元気なまち　岡
垣」を将来像にかかげて町政
を推進してきました。今回は、
令和３年度から今後の10年
間の岡垣町の将来ビジョン

「自然と共生する　しあわせ
実感都市　岡垣」を掲げ、持
続可能なまちづくりに向け、
新たな取り組みを図っていこ
うというものです。

概要概要

　町の将来を描く重要な議題「第 ６次総合計画の策定について」を
議会で議論、可決されました。
　本誌では、議会での質疑応答、 意見等について一部紹介します。
※計画内容は広報おかがきをご覧 ください。

森山　浩二 木原　大輔 市津　広海

平山　正法 横山　貴子 安里　雅恵

自然を守り、活かし交流を生むまち

Ｑ：�上水道有収率*、ごみの排出量ともに５次
計画より目標値が下げられている。数値設
定については十分な検討がされたのか？

　　＊�上水道有収率：給水する水量と料金として収入のあっ
た水量の比率、率が高いほどロスは少ない

Ａ：�上 水 道 の 有 収 率 は 現 在
83% であり、現実的な
ところを目標とした。ご
みについてはコロナ禍で
在宅時間の増加と共にご
みの量も増加。近年で一
番低い所を目標とした。

地域資源を活かし発展するまち

Ｑ：�町と商工会、観光協会の連携は非常に重要
と思われるがどう思うか？

Ａ：�商工会、観光協会との連
携は重要であると考えて
いる。この２団体と連携し
て、取り組みを進めたい。

基本目標１基本目標１

基本目標２基本目標２
人・つながり が育つまち

Ｑ：�岡 垣 町 の 教 育 の セールスポイントで
ある英語教育に停 滞感がある。よそと
の差別化をどう図 るか？

Ａ：�停滞とは考えてい ない。小学校には３人
の指導員を配置、
中学校もALT※で
英語教育の充実を
図っている。今後
もしっかりと英語
教育を進めていく。

基本基本 目標３目標３
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概要概要

　　子育て応援・ 産後ケア
　　母子衛生費 2941万円

Ｑ：�母子衛生費について、 母子を支援する費
目の内訳について。ま た、以前訪問ケア
等の委託をどこにする か協議中とのこと
であったが、その後ど うなったのか。

Ａ：�養育支援訪問事業に 40万円、保健推
進員事業に110万円、 産 後 ケ ア 事 業 に 

	 ��100万円を計上。委 託先については４
施設（助産院３，産婦 人科１）と調整中。

Ｑ：�都市計画費の中で、海老津駅周辺の整備計画の
委託料400万円がある。開発機運が高まって
きた今、取組みを急ぐべき。この整備計画の進
め方と今後のスケジュールを問う。

Ａ：�半年ほどかけて検討を行い、地権者への説明と
あわせ12月の議会で報告できるようにしたい。

Ｑ：�立地適正化計画について、特に重点とするとこ
ろ、今後の取組についてはどう考えているか。

Ａ：�まずは、安全安心、防災と居住をどう整理する
かが重要。駅前開発とも関連する。国や県の考
え方を十分確認するとともに、先進地の調査を
行っての検討を早めに着手したい。

Ｑ：�町で管理する防犯灯・防犯カメラの今後の
設置計画はどうなっているのか。また、自
治区に対する防犯灯のLED化・防犯カメラ
の設置補助は今後も進めていくのか？

Ａ：�町管理の防犯灯のLED化は、令和２年度か
ら５ヵ年で計画的に取り組むこととしてい
る。防犯カメラは既に公共施設を中心に設
置しているが、令和３年度は災害対策とし
て、町内の５つの河川に監視カメラの設置
を予定しており、平常時には防犯カメラの
機能も期待できる。なお、自治区への設置
補助は今後も自治区長会議などを通じて働
きかけを行っていく。

防犯・災害対策
水防・災害対策費　898万円

防犯灯設置工事・設置補助金　729万円

海老津駅周辺整備　400万円
第２次都市計画マスタープラン※�／立地適正化計画※

　　　　　　　　　　　　　　　　　1100万円
都市計画費　5427万円

※�都市計画マスタープラン：平成 4 年の
都市計画法改正により規定された、市
町村の都市計画に関する基本的な方針

※�立地適正化計画：持続可能な都市構造
への再構築を目指し人口減少社会に対
応したコンパクトシティを実現するた
めのマスタープラン

　令和３年度の一般会計は前年度の当初予算と
比較すると、総額で6300万円と若干の増加
となっています。主な動きとしては、新型コロ
ナウイルス感染症の影響による町税の落ち込み
を、国からの地方交付税等や町債（借金）の増
額でカバーするものとなっています。なおコロ
ナ関連の予算については、本予算にはあまり含
まれておらず、国の動向に応じ今後補正予算を
組んで行くこととなります。支出では、やはり
年々増加する民生費が気になるところです。

令和３年度一般会計予算の概要
ひとくち解説ひとくち解説
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概要概要

ふるさと納税
おかがき応援寄附金
１億5000万円（収入）

Ｑ：�ふるさと応援寄附金、前年度予算よりプラス7000
万円と大幅な増加だが、その内容について問う。議
会も増額を期待している。

Ａ：�町内事業者などと連携し、返礼品の充実を図るとと
もに、サイト運営業者などと連携しPRの強化を図
る。また、町長自書のメッセージを送るなどリピー
ターを取り込む。

Ｑ：�令和２年度企業版ふるさと納税が拡充・延長された。
期間が５年間延長され税額控除が９割に拡大するな
ど企業からの寄付が期待される、これを活用すべき。

Ａ：�活用に向けて、十分に調査・検討したい。

組織改編
（広報・商工観光との連携）と

デジタル対策
情報推進費　2297万円

Ｑ：�町の魅力を町内外に発信する具体策として、組織
改編への高い意気込みを評価。組織改編等の内容
についてはどう考えているか。また、デジタル改
革については、今ある施設の活用を含めてどう取
り組むか。

Ａ：�SNSを含めた様々な媒体の活用はもとより、広
報を商工観光と連携させた情報発信力の強化を
図る。ICT、デジタル化の取組みも重視し、その
対応をはっきり打ち出したい。検討は10月に終
了し、実施は４月くらいを見込んでいる。デジ
タル化への対応について、情報プラザ等は当然
活用しソフトの充実を図る。

　　子育て応援・ 産後ケア
　　母子衛生費 2941万円

Ｑ：�母子衛生費について、 母子を支援する費
目の内訳について。ま た、以前訪問ケア
等の委託をどこにする か協議中とのこと
であったが、その後ど うなったのか。

Ａ：�養育支援訪問事業に 40万円、保健推
進員事業に110万円、 産 後 ケ ア 事 業 に 

	 ��100万円を計上。委 託先については４
施設（助産院３，産婦 人科１）と調整中。
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ふるさと応援寄附金は１億円を突破
※数字は万円単位

新町長としての初予算を厳しくチェック
102 億 100 万円
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コロナに負けずにがんばろう！
１１億億96709670万円万円追加追加

ふるさと産品で町外に住むふるさと産品で町外に住む
学生さんを応援� ２００万円学生さんを応援� ２００万円

子育て世帯へ商品券支給子育て世帯へ商品券支給
� ２９４０万円� ２９４０万円

プレミアム商品券で経済をプレミアム商品券で経済を
活性化� ２９３０万円活性化� ２９３０万円

ワクチン接種への準備ワクチン接種への準備
� １億５００万円� １億５００万円

ＱＱ．．特産品は何があるのですか。特産品は何があるのですか。
Ａ．�お米やお肉、ハムセットなどＡ．�お米やお肉、ハムセットなど
８種類の特産品から選択して８種類の特産品から選択して
いただきます。いただきます。

※詳�細は産業振興課へお尋ねください。※詳�細は産業振興課へお尋ねください。

Ｑ．�1 日でも早く支給すべきです。いつ頃支Ｑ．�1 日でも早く支給すべきです。いつ頃支
給するのですか。給するのですか。

Ａ．４月１日以降に書留で郵送しています。Ａ．４月１日以降に書留で郵送しています。

Ｑ．今回の販売数はどうなっていますか。Ｑ．今回の販売数はどうなっていますか。
Ａ．�２万冊を予定しています。Ａ．�２万冊を予定しています。
Ｑ．プレミアム率は何％ですか。Ｑ．プレミアム率は何％ですか。
Ａ．昨年同様 25％です。Ａ．昨年同様 25％です。

Ｑ．ワクチン接種はいつから始まりますか。Ｑ．ワクチン接種はいつから始まりますか。
Ａ．�５月中旬からを予定していますが、国かＡ．�５月中旬からを予定していますが、国か
らの供給量により変わります。らの供給量により変わります。

Ｑ．�ワクチン接種はどこでできますか。Ｑ．�ワクチン接種はどこでできますか。
Ａ．�岡垣町は集団接種を行います。会場はサＡ．�岡垣町は集団接種を行います。会場はサ
ンリーアイ、内浦小学校、戸切小学校をンリーアイ、内浦小学校、戸切小学校を
予定しています。予定しています。

　岡垣町出身で町外に住んでいる学生へ町の
特産品を贈る事業です。学生本人又は親御さ
んから申請後、町から直接学生さんに発送し
ます。

　プレミアム付き商品券を販売します。
　今回は１世帯上限 10 万円です。

　18 歳以下の子ども1人あたり5000 円の商品
券を支給。また、ひとり親世帯には18歳以下の
子ども1人あたり5000円を上乗せ支給します。

　ワクチン接種に向けての準備が進んでいます。
　ワクチンを保存する冷凍庫を設置するため
の配線工事や歩いて接種会場まで行けない方
を接種会場までシャトルバスで送ります。

ふるさと産品で町外に住む
学生さんを応援� ２００万円

子育て世帯へ商品券支給
� ２９４０万円

プレミアム商品券で経済を
活性化� ２９３０万円

ワクチン接種への準備
� １億５００万円

補正予算　概要補正予算　概要

見本

見本

令和２年度補正予算主な使いみち令和２年度補正予算主な使いみち

新型コロナウイルス感染症対策に
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議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

内　　　容
採
決
日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

木
原
　
大
輔

市
津
　
広
海

太
田
　
清
人

曽
宮
　
良
壽

太
田
　
　
強

平
山
　
正
法

横
山
　
貴
子

安
里
　
雅
恵

神
崎
　
宣
昭

三
浦
　
　
進

広
渡
　
輝
男

川
地
　
啓
輔

第６次総合計画の策定について（詳細は２～３Ｐ） 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町議会議員の議員報酬（期末手当）を減額します（報
酬を規定する条例の変更） 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町長など岡垣町特別職の職員給与（期末手当）を減額し
ます（給与を規定する条例の変更） 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

いこいの里に関する条例を改正し、指定管理者による管
理運営方法を一部変更します 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

重度障害者医療費の支給にかかる所得制限の一部を緩和
しました（関連する条例の改正） 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町健康保険条例の新型コロナウイルス関連の文言
（内容）が拡大されました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町道路構造の技術基準に関する条例に「歩行者利便
増進道路等」が追加されました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町住宅設置及び管理に関する条例から「浦頭・第二
浦頭団地」が削除されました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町学童保育所に関する条例に「吉木第二学童保育所」
が追加されました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水道料金の値上げが４月１日から 10 月１日に延期されました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
下水道料金の値上げが４月１日から 10 月１日に延期されました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度岡垣町一般会計補正予算（第 10 号）詳細は P6 3/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 3/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 3/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度岡垣町水道事業会計補正予算（第４号） 3/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度岡垣町下水道事業会計補正予算（第４号） 3/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度岡垣町一般会計予算（詳細は４～５P） 3/18 賛成多数
可決 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度岡垣町国民健康保険事業特別会計予算 3/18 賛成多数
可決 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度岡垣町後期高齢者医療特別会計予算 3/18 賛成多数
可決 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度岡垣町水道事業会計予算 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度岡垣町下水道事業会計予算 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
いこいの里の指定管理者が岡垣町社会福祉協議会に決定しました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町観光ステーション北斗七星の指定管理者が岡垣町
観光協会に決定しました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉木第二学童保育所の指定管理者が NPO 法人こども未
来おかがきに決定しました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣サンリーアイの指定管理者が岡垣サンリーアイ文化
スポーツ振興財団に決定しました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

造成中の山田峠３丁目に町道が認定されました 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度岡垣町一般会計補正予算（第 11 号） 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度岡垣町水道事業会計補正予算（第５号） 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度岡垣町下水道事業会計補正予算（第５号） 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません。
　内容の文言は一部、議案の正式名称ではなく分かりやすく表記しています。

賛成反対表賛成反対表
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岡
垣
町
は
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
に
加
入
し
た
当
時
と
比
べ

て
保
険
料
が
約
2.5
倍
と
な
っ
て
い

る
。
住
民
か
ら
も
保
険
料
が
高

く
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
と

生
活
が
で
き
な
い
な
ど
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
４
月
か
ら

は
要
件
は
あ
る
が
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
方
の
利
用

者
負
担
増
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

利
用
す
る
場
合
の
1
食
あ
た
り
の

食
費
負
担
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　

国
の
コ
ロ
ナ
対
応
が
後
手
に
回

り
、
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
脅
か

し
て
い
る
。

　

国
の
政
治
が
町
民
の
暮
ら
し
に

直
接
影
響
し
、
町
民
に
不
利
益
を

及
ぼ
す
と
き
こ
そ
、
町
長
は
国
に

対
し
て
毅
然
と
対
峙
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
姿
勢
を
取

る
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

　

当
初
予
算
に
は
、
２
年
連
続
監

査
に
よ
る
改
善
指
摘
を
受
け
た
、

国
際
交
流
協
会
へ
の
補
助
金
３
５

０
万
円
が
、
何
の
改
善
も
さ
れ
な

い
ま
ま
同
額
計
上
さ
れ
て
い
る
。

当
該
団
体
は
、
多
額
の
資
金
を
有

し
て
い
る
た
め
、
行
政
改
革
推
進

計
画
の
補
助
金
見
直
し
基
準
に
よ

り
補
助
事
業
の
是
正
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。
監
査
指
摘
の
主
旨
に
沿
っ

て
予
算
計
上
を
見
送
る
こ
と
が
妥

当
と
判
断
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
重
要
計
画
が
期
限

内
に
達
成
で
き
な
い
、
と
い
う*

ガ

バ
ナ
ン
ス
が
機
能
し
て
い
な
い
中

で
策
定
さ
れ
た
予
算
案
は
、
信
頼

性
に
欠
け
る
。

　

本
補
助
金
予
算
の
基
盤
で
あ

る
、
町
民
の
血
税
１
円
の
重
み
を

こ
こ
で
再
認
識
頂
く
た
め
に
反
対

す
る
。

 

＊�

ガ
バ
ナ
ン
ス
＝
組
織
自
身
に
よ

る
管
理
体
制

　

門
司
町
長
は
、「
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
「
８
つ
の
目
標
」
を
定
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
策
に
予
算
を
計
上
さ

れ
た
。

　

当
初
予
算
は
１
０
２
億
1
０
０

万
円
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
や

少
子
高
齢
化
対
策
で
多
額
の
予
算

が
必
要
な
中
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
繰
入
を
行
う
こ
と
な
く
財
源
調

整
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
基

金
繰
入
金
は
１
億
７
０
０
万
円
で

前
年
よ
り
２
億
７
千
７
０
０
万
円

の
減
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
１
億
７

千
８
０
０
万
円
の
基
金
積
み
立
て

を
行
い
、
健
全
な
財
政
運
営
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
町
長
の
基
本

姿
勢
で
あ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
対
す
る
強
い
意
欲
に
期
待

し
て
賛
成
す
る
。

　

基
金
繰
入
金
は
前
年
度
比
２
億

７
千
７
０
０
万
円
減
の
１
億
７
０

０
万
円
と
な
り
、
基
金
積
立
金
も

１
億
７
千
８
０
０
万
円
と
堅
実
な

運
営
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
令
和
３
年
度
も
続
く
事
が

予
想
さ
れ
る
の
で
今
後
も
留
意
し

て
頂
き
た
い
。

　

町
長
が
掲
げ
る「
８
つ
の
目
標
」

と
「
第
６
次
総
合
計
画
」
に
沿
っ

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
各
目
標
と
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
予
算
で
あ
る
と
全
体
的
に

は
考
え
る
。

　

そ
の
上
で
、
落
ち
込
ん
だ
地
場

産
業
の
援
助
、
前
か
ら
あ
る
団
地

の
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
産
後
ケ

ア
や
年
配
の
方
の
健
康
増
進
等
の

福
祉
の
充
実
な
ど
住
民
の
声
を
反

映
す
る
施
策
に
期
待
し
賛
成
す
る
。

平
山
　
正
法
　
議
員

太
田
　
清
人
　
議
員

太
田
　
　
強
　
議
員

川
地
　
啓
輔
　
議
員

反 

対

賛 

成

国
に
対
し
て
毅
然
と
対
峙
を

１
円
の
重
み
、
再
認
識
を

健
全
財
政
を
目
指
す

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に 

向
け
て
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新
し
く
始
ま
る
母
親
へ
の
産
後

ケ
ア
事
業
に
期
待
す
る
。
必
要
と
す

る
人
に
情
報
が
届
く
よ
う
に
あ
ら

ゆ
る
方
法
で
周
知
を
お
願
い
す
る
。

　

さ
ら
に
令
和
４
年
10
月
か
ら
の

新
た
な
公
共
交
通
の
構
築
に
つ
い

て
は
、
交
通
網
の
充
実
し
た
、
住

民
に
寄
り
添
う
も
の
で
あ
っ
て
欲

し
い
。

　

新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
で
駅
前
開

発
対
象
地
域
を
見
ま
す
と
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
河
岸
浸
食
地
域
に
含

ま
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
前

周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は「
自

然
と
共
生
す
る　

し
あ
わ
せ
実
感

都
市　

岡
垣
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
緑
の
地
球
を
緑
の
ま
ま
に
次
の

世
代
に
渡
す
た
め
に
」「
い
の
ち
と

環
境
を
守
る
」
事
に
配
慮
し
た
再

検
討
を
求
め
て
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
骨
格
予
算
で

は
な
く
本
格
予
算
で
、
ま
ち
づ
く

り
へ
向
け
た
門
司
新
町
長
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
大
い
に
評
価
す

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
町
税
が
大
幅
に

減
収
す
る
中
で
、
国
の
地
方
財
政

計
画
を
参
酌
し
、
町
の
特
性
に
応

じ
た
予
算
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。

歳
出
は
、
福
祉
に
関
連
す
る
予
算

の
大
幅
な
増
額
に
対
し
、
産
業
基

盤
に
係
る
予
算
は
一
定
額
が
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
課
題
の
道
路
交

通
網
の
充
実
と
海
老
津
駅
周
辺
の

住
環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
、
立

地
適
正
化
計
画
や
里
山
の
整
備
へ

向
け
た
森
林
保
全
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
基
盤
整
備
、
漁
業
及
び

周
辺
地
域
の
事
業
と
中
西
部
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
等

を
評
価
し
賛
成
す
る
。

　

第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
よ
っ

て
、
住
民
の
方
々
に
町
の
方
向
性

を
示
す
形
で
、
今
年
の
一
般
会
計

予
算
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
評
価
を

す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
未
曽
有
の
大
き
な
事
業
と
捉

え
て
い
る
。
全
職
員
が
共
通
の
意

識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
頂
く
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

今
後
も
国
の
動
向
に
注
視
し
、

行
財
政
運
営
に
努
め
て
頂
く
こ
と

を
要
望
す
る
と
共
に
、
町
を
取
り

巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、
効
果
の
あ

る
予
算
の
執
行
の
も
と
に
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
８

つ
の
目
標
と
、
第
６
次
総
合
計
画

に
沿
っ
た
、
誰
も
が
「
幸
せ
を
実

感
で
き
る
」
ま
ち
づ
く
り
に
期
待

を
し
て
賛
成
す
る
。

　

令
和
３
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計

予
算
は
１
０
２
億
１
０
０
万
円
で

あ
り
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は

１
億
６
千
４
４
６
万
円
減
少
し
27

億
４
千
３
２
４
万
９
千
円
と
な

り
、
自
主
財
源
は
35
・
85
％
で
依

存
財
源
64
・
15
％
で
あ
る
。

　

一
方
、
町
づ
く
り
の
基
本
姿
勢

で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
本
格

的
な
人
口
減
少
を
迎
え
る
中
「
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
８
つ
の
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
全
て
を
細
部
ま
で
網
羅
し
た
町

民
に
寄
り
添
っ
た
政
策
で
あ
る
。

ま
た
、
斬
新
な
発
想
で
情
勢
の
変

化
に
対
応
で
き
る
組
織
の
改
編
や

新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を

高
く
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
で
は
、

町
税
の
減
少
を
地
方
債
で
補
う
な

ど
、
財
政
調
整
基
金
の
据
え
置
き

の
た
め
苦
慮
さ
れ
な
が
ら
、
予
算

編
成
さ
れ
た
こ
と
は
一
定
の
評
価

を
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
毎
年

続
く
民
生
費
の
増
大
は
、
当
初
予

算
の
42
・
９
％
を
占
め
一
抹
の
不

安
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
問
題
に
対

し
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

念
頭
に
置
い
た
都
市
基
盤
整
備
に

お
い
て
は
第
2
次
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
や
立
地
適
正
化
計
画

の
策
定
の
予
算
増
は
将
来
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待
と
し
て

充
分
な
評
価
が
で
き
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
更
な
る
財
政
の

健
全
化
を
求
め
、
賛
成
す
る
。

安
里
　
雅
恵
　
議
員

広
渡
　
輝
男
　
議
員

横
山
　
貴
子
　
議
員

神
崎
　
宣
昭
　
議
員

木
原
　
大
輔
　
議
員

し
あ
わ
せ
実
感
都
市
に
期
待

決
断
と
実
行
へ
向
け
て

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
期
待

町
民
に
寄
り
添
っ
た
政
策

都
市
基
盤
づ
く
り
に
期
待
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

議会の HP から録
画データを視聴で
きます

ページ 議員氏名 内　　容

10 神崎　宣昭 　１．�住みよさを実感できる町とは、まちづくりの
８つのステージについて

11 横山　貴子 　１．新町長のまちづくりへの構想・抱負を問う

11 太田　清人
◇１．�新型コロナウイルス感染症拡大の第３波以降

の諸対応について
　２．ワクチン接種の諸対応について

12 安里　雅恵 　１．ひきこもり支援の現状と課題について
◇２．リユースの機会の提供のために

12 平山　正法
◇１．新町長の町政運営の姿勢について
　２．公共交通について
◇３．新型コロナウイルス感染症対策について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

神
崎

町
長
は
ま
ち
づ
く
り
に
８
つ
の
ス

テ
ー
ジ
を
挙
げ
て
い
ま
す
、
こ
れ
は
ま
ち
づ

く
り
の
全
て
を
網
羅
し
て
い
ま
す
が
、
町
長

が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
丁
目
一
番
地
は

何
で
す
か
。
そ
し
て
、
岡
垣
町
を
ど
の
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
で
描
い
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

私
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
８
つ
の

ス
テ
ー
ジ
す
べ
て
が
最
重
要
課
題
と
し
て
挙

げ
て
い
る
の
で
、
こ
の
中
か
ら
一
つ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
８
つ
全
て
が
第
６
次
総

合
計
画
に
合
致
し
て
い
る
の
で
、
計
画
を
実

行
し
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

神
崎

町
長
が
出
し
た
チ
ラ
シ
に「
継
承
そ

し
て
新
た
な
展
開
へ
」
と
書
い
て
あ
り
、
ま

た
広
報
お
か
が
き
３
月
号
表
紙
に
も「
新
た

な
展
開
へ
、
着
実
に
一
歩
ず
つ
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。
抽
象
的
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
こ
と
を
継
承
し
て
、
ど
の
よ
う
に
新

し
く
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

ま
ち
づ
く
り
を「
し
っ
か
り
継
承
し

て
」
と
い
う
の
は
、
誰
が
首
長
に
な
っ
て
も
変

え
ら
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
第
６
次
総
合
計
画
の
中
に
も
自
然

自然との共生

議員
町長

ま
ち
づ
く
り
の
一
丁
目
一
番
地
は

８
つ
の
ス
テ
ー
ジ
す
べ
て

と
の
共
生
、
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
絶
対
に
変
え
ら
れ
な
い
部
分
で
す
。

　

今
や
っ
て
い
る
事
務
事
業
で
、
前
町
長
か
ら

受
け
継
い
だ
も
の
を
急
に
変
え
た
り
、
打
ち

切
っ
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
行
政
の
継

続
性
と
い
う
観
点
か
ら
そ
う
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
最
重
要
課
題
と
し
て
８
つ
の
ス
テ
ー

ジ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
、
そ
れ
を
実
行
し
て

ゆ
く
こ
と
が
新
た
な
展
開
へ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

神
崎

「
攻
撃
は
最
大
の
防
御
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
守
る
ば
か
り
で
な
く
キ
ラ
リ
と

光
る
岡
垣
ら
し
い
攻
め
の
政
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

神崎　宣昭 議員

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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横
山

少
子
高
齢
化
の
も
と
、
生
活
困
窮
と

介
護
が
一
緒
に
生
じ
る
８
０
５
０
問
題
や
、

子
育
て
と
親
の
介
護
の
両
方
に
直
面
す
る
ダ

ブ
ル
ケ
ア
問
題
。
課
題
の
解
決
に
は
、
介

護
や
福
祉
・
就
労
支
援
等
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
複
数
の
課
が
絡
む
た
め
、
総
合
的
に
伺

う
と
受
け
ら
れ
る
支
援
が
、
受
け
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問

題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
国
が
設
置
を
求
め

た
「
断
ら
な
い
相
談
」
窓
口
対
応
。
町
と
し

て
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

町
長

近
年
、
本
町
に
お
い
て
も
８
０
５
０

問
題
や
面
前
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
複
数
の
課
題
を
抱

え
る
人
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

複
数
の
課
で
協
力
し
て
対
応
す
る
ほ
か
、

他
の
相
談
支
援
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
個
別

の
ケ
ー
ス
に
応
じ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

課
題
を
抱
え
る
人
か
ら
の
相
談
・
対
応
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
適
切
に
連
携
し
な
が

ら
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
い

支
援
が
行
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

横
山

子
育
て
世
代
包
括
支
援
と
産
後
ケ
ア

に
つ
い
て
、
町
で
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

令
和
２
年
度
に
は
、
養
育
支
援
訪
問

太
田

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
で
ん
た
つ
く
ん
等

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た
。
接
種
は
自
分
の

み
な
ら
ず
他
の
人
の
た
め
で
も
あ
り
、
集
団

免
疫
で
ウ
イ
ル
ス
を
封
じ
込
め
る
コ
ロ
ナ
対

策
の
切
り
札
と
し
て
、
多
く
の
人
に
接
種
を

願
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

安
全
性
に
不
安
、
後
遺
症
が
怖
い
な
ど
の

理
由
で
逡
巡
す
る
人
々
も
多
い
中
、
町
民
に

十
分
寄
り
添
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
町
で
は
ど
ん
な
体
制
で
こ
れ
を
進
め
て

い
き
ま
す
か
。

町
長

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
主
体
と
し
て

の
責
任
の
重
さ
を
、
改
め
て
実
感
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
前
例
の
な
い
こ
の
接
種
事
業

に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
接
種

対
象
者
の
85
％
が
接
種
で
き
る
体
制
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
対
策
本
部
、
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
に
加
え
、
健
康
づ
く
り
課
内
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
係
を
設
置
し
、
相
談
対
応
等

行
っ
て
い
ま
す
。

太
田

岡
垣
町
で
の
接
種
の
方
法
は
ど
う
進

め
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
高
齢
者
の
み
な
ら

ず
高
齢
者
施
設
の
従
業
員
な
ど
、
優
先
順
位

が
高
い
と
思
わ
れ
る
人
々
に
つ
い
て
の
柔
軟

議員
教育長 「

断
ら
な
い
相
談
窓
口
」
の
体
制
は

複
数
の
課
で
協
力
し
対
応
す
る

議員
町長

多
く
の
町
民
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

責
任
の
重
さ
を
改
め
て
実
感

事
業
の
支
援
と
す
る
育
児
・
家
事
援
助
を
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
４
月
か
ら

母
体
の
心
身
の
休
息
や
授
乳
の
相
談
・
指
導
、

育
児
や
生
活
に
関
す
る
相
談
・
指
導
を
行
う

産
後
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
産
後
ケ
ア

事
業
は
１
市
４
町
で
行
い
ま
す
。
対
象
は
、

産
後
１
年
未
満
の
母
子
。
短
期
入
所
型
、
通

所
型
は
産
婦
人
科
医
院
や
助
産
院
で
の
実
施

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
居
宅
訪
問
型
は
、
養

育
支
援
訪
問
事
業
と
し
て
、
育
児
・
家
事
の

援
助
を
利
用
者
に
応
じ
て
実
施
し
ま
す
。

な
接
種
対
応
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

町
長

町
の
現
状
と
し
て
、
大
き
な
病
院
が

な
く
、
ま
た
副
反
応
へ
の
対
応
、
ワ
ク
チ
ン

の
管
理
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、
当

面
は
公
共
施
設
を
中
心
と
し
た
集
団
接
種
と

な
り
ま
す
が
、
身
近
な
病
院
等
で
の
個
別
接

種
の
実
施
も
関
係
機
関
と
協
議
中
で
す
。
接

種
順
位
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
、
国
か
ら
示

さ
れ
た
優
先
順
位
に
基
づ
き
、
供
給
量
を
ふ

ま
え
た
実
施
と
な
り
ま
す
が
、
従
業
員
の
同

時
実
施
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
施
設

と
十
分
協
議
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

太田　清人 議員

横山　貴子 議員

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問
11



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
平
山

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
公
共
交
通
の
利
用
者

数
が
大
き
く
減
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
西
鉄
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長

前
年
同
月
比
で
４
月
か
ら
５
月
で
は

５
割
、
現
在
で
も
７
割
程
度
ま
で
に
留
ま
っ

て
お
り
、
朝
夕
を
除
く
時
間
帯
の
乗
車
状
況

が
低
迷
し
て
い
ま
す
。

平
山

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
ダ
イ
ヤ
改
正
な

ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
住
民
か

ら
は
、
朝
一
番
の
バ
ス
に
乗
車
し
て
通
勤
し

て
い
た
が
、
そ
の
便
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

困
っ
て
い
る
。
目
的
地
ま
で
１
時
間
程
か
か

る
た
め
、
バ
ス
を
使
わ
ず
歩
い
て
い
る
。
と

い
う
声
が
出
て
い
ま
す
。
町
で
は
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

町
長

私
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
伺

う
中
で
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
や
高
齢
者
の
運
転

免
許
証
返
納
後
の
利
便
性
向
上
、
交
通
不
便

地
域
の
解
消
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
対
応
が

必
要
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
山

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
今
後

安
里

内
閣
府
の
調
査
で
全
国
に
約
１
１
５

万
人
以
上
の
人
が
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

と
言
え
ま
す
。
単
純
計
算
す
る
と
、
岡
垣
町

で
は
約
２
５
０
人
〜
３
０
０
人
が
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
対
策

は
急
務
で
す
。
岡
垣
町
の
現
状
を
お
話
し
く

だ
さ
い
。

町
長

本
町
で
は
独
自
調
査
を
し
て
い
な
い

た
め
、
現
状
を
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ひ

き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
を
、
こ
こ
数
年
は

年
に
６
件
程
度
受
け
て
い
ま
す
。

安
里

「
８
０
５
０
問
題
」
と
い
う
言
葉
が

報
道
を
通
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
に
よ
っ

て
、
高
齢
の
親
と
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
の

子
ど
も
と
い
う
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る
家

庭
が
増
え
て
き
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
深
刻

化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

町
長

本
町
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
相

談
を
受
け
た
課
が
本
人
や
家
族
の
状
況
等
を

聞
き
取
り
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
複
数
課
で
連

携
し
、
支
援
が
必
要
な
人
に
寄
り
そ
っ
た
対

応
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福

岡
県
が
相
談
支
援
事
業
を
委
託
し
て
い
る
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
ふ
く
お
か
で

公共交通の充実に期待

議員
町長

ひ
き
こ
も
り
の
現
状
に
つ
い
て

必
要
な
支
援
を
し
て
い
く

議員
町長

今
後
の
公
共
交
通
は

新
た
な
交
通
体
系
を
構
築

の
公
共
交
通
全
般
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
で
す
か
。

町
長

公
共
交
通
が
果
た
す
役
割
を
再
認
識

し
た
上
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

立
地
適
正
化
計
画
と
の
連
携
強
化
や
地
域
・
事

業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
次

期
第
４
次
公
共
交
通
計
画
に
反
映
し
、
路
線

バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
幹
線
軸
と
こ
れ

ら
を
補
完
す
る
新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
な
ど

支
線
交
通
に
よ
る
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指

し
、
公
共
交
通
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

も
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
里

問
題
を
抱
え
て
い
る
方
は
ど
こ
に
相

談
に
行
っ
た
ら
い
い
か
も
分
か
ら
ず
、
悩
み

が
深
く
な
っ
て
い
る
声
も
聞
き
ま
す
。
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
時
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

町
長

職
員
に
は
、
役
場
全
体
で
住
民
の
相

談
を
受
け
止
め
な
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

一
番
相
談
し
や
す
い
場
所
に
あ
る
正
面
玄
関

入
っ
て
す
ぐ
の
総
合
窓
口
で
は
、
用
件
に
応

じ
た
窓
口
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

相
談
し
や
す
い
窓
口
づ
く
り
や
相
談
窓
口
の

周
知
を
行
い
ま
す
。

平山　正法 議員

安里　雅恵 議員

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問
12



委員会視察研修・活動レポート

　

2
月
8
日（
月
）、
芦
屋
町
議
会

の
議
会
広
報
常
任
委
員
会
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
の
目
的
は
、
岡
垣
町
の
新
し

い
雰
囲
気
の
住
民
懇
談
会
を
参
考

に
す
る
た
め
で
す
。
岡
垣
町
が
形
式

を
変
え
な
が
ら
10
年
以
上
継
続
し

て
い
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
す
。

　

特
に
、
住
民
懇
談
会
を
グ
ル
ー

プ
討
論
に
す
る
こ
と
で
住
民
が
主

役
と
な
っ
て
発
言
し
て
い
る
こ
と

や
、
企
画
の
内
容
か
ら
報
告
書
の

作
成
ま
で
議
会
広
報
常
任
委
員
会

が
主
体
と
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、

全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
リ
モ
ー
ト
で
の
意

見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。
対
面
時

よ
り
も
多
く
の
資
料
を
事
前
に
送

付
し
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
充

実
し
た
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う

　

当
委
員
会
で
は
、
昨
年
１
月
か

ら
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
、

福
祉
に
つ
い
て（
乳
幼
児
の
預
か

り
所
や
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い

て
）、
教
育
・
文
化
に
つ
い
て（
サ

ン
リ
ー
ア
イ
の
活
性
化
に
つ
い
て
）

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、
５
月
に
は

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
不

要
不
急
の
外
出
自
粛
や
３
密
回
避

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
１
月
か
ら
は
二
度
目
の
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
た
め
、
十

分
な
調
査
・
研
究
が
で
き
な
い
状

況
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
委
員
会
で
の
協
議

も
十
分
に
で
き
ず
、
報
告
書
と
し

て
執
行
部
に
対
す
る
提
言
の
形
ま

で
持
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
現
時
点
で
の
経
過

報
告
を
当
委
員
会
の
調
査
・
研
究

の
ま
と
め
と
し
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
、
調
査
活
動
報
告
書

を
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

に
準
備
を
行
う
な
ど
、
初
め
て
で

戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

質
疑
応
答
の
中
で
私
た
ち
も
学
ぶ

こ
と
が
多
く
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
で

リ
モ
ー
ト
で

意
見
交
換

意
見
交
換

～
芦
屋
町
議
会

視
察
受
け
入
れ
～

報
告
書
を
議
長
に

報
告
書
を
議
長
に

提
出
し
ま
し
た

提
出
し
ま
し
た

議
会
広
報
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議　会　の　動　き
前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。

月日 委員会等 議　　題
2月  8日 議 会 広 報 芦屋町議会視察受入（リモート）
2月15日 文教厚生（協） 閉会中の継続調査（リモート）
2月17日 議 会 運 営 令和３年第１回臨時会及び第１回定例会運営

2月18日 本 会 議 令和３年第１回臨時会（1日間）
本会議・全員協議会

3月  2日
～18日 本 会 議 令和３年第１回定例会（17日間）

本会議・一般質問・委員会・全員協議会
3月30日
4月  2日 議 会 広 報 議会だより編集

６月９日㈬開会の予定です
６月定例会のお知らせ

13 議会の動き



ちちいきのいきのちちからから
団体紹介：第５回　～岡垣町民吹奏楽団～

（団長）梶原　記代さん （指揮 /指導）花田　定男さん

Ｑ　コロナ自粛中は？

Ａ　�練習会場の施設の閉館のため、団員各々が家庭や個

室を借りて練習してました。ラインなどで情報を回

してましたが、どうしてるか心配でした。

Ｑ　町への要望は？

Ａ　�町には日頃からお世話になり感謝してます。私たち

を知っていただくために、イベントの大小問わず演

奏しますので、ぜひ声をかけてください。

Ｑ　コロナ前の活動は？

Ａ　�10〜 70代までの 42名の団員で、毎週土曜日18〜

22時までサンリーアイで練習。2000 年から始まっ

た年1回の定期演奏会の他に、年間10〜 15回ほど、

町内外のお祭りやイベントで披露しています。

Ｑ　嬉しかったことは？

Ａ　�一昨年の定期演奏会はサンリーアイのハミングホー

ルで立ち見が出るほど盛況でした。長くやってきて

良かった、皆さんのお陰と感動しました。知ってく

ださる人が増え、たくさんの繋がりができました。

びわりんびわすけの

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんに取
材を行い、活動の内容や町や議会への要望などを
取材しています。

4142434445464748

4950515253545556

5758596061626364

6566676869707172

7374757677787980

※左向きは№ 21

57_ 1名札あり 2名札白

56_ 1籏白  2旗なし

コロナ対策をしながらの練習

団員の方々と 20 年間分のパンフレット

　音楽を通じて地域文化の高揚と
青少年健全育成に役立つことを目
的に活動しています。
＊�取材日の令和３年３月１３日（土）が一年
ぶりに集まっての練習再開初日でした。

まずはホームページを見てね。

団員募集団員募集

令和元年６月 30 日　開催
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